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み
ん
な
で
火
の
元
の
点
検
を

昨
年
は
七
億
八
千
万
円
が
灰
に

日
一
日
と
寒
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
し
乍

冬
は
空
気
か
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
ち

ょ
っ
と
し
た
失
火
も
大
事
に
々
り
か
ね
ま
せ
ん

と
く
に
冬
は
、
一
年
間
の
火
災
発
生
件
数

の
四
〇
%
を
占
め
て
い
ま
す

。
悲
し
い
納
果
を
招
か
な
い
よ
う
ご
家
庭
で
は
、
く
れ
く
れ
も

火
の
取
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
番
多
い

冬
の

火

災

こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
か
一
段
と
き
び

し
さ
を
増
す
う
え
に
、
北
西
の
風
も
強

く
吹
く
よ
う
に
な
り

、
空
気
か
ひ
と
き

わ
乾
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ら
冫
っ
と

し
た
タ
バ
コ
の
消
し
忘
れ
な
ど
の
火
の

不
始
末
か
ら
大
き
な
災
害
を
出
し
て
い

ま
す

。

ま
气

年
末
年
始
の
忙
し
さ
に
ま
き

れ
、
つ
い
気
が
ゆ
る
み
、
火
の
取
扱
い

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
も
、
冬
か
火

災
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
わ
れ
る
原
囚
に
も

な
り
ま
す
。

四
し
九
印
申
の
ぼ
内
に
お
け
る
月
別

火
災
発
生
状
況
(
別
表
)
を
見
ま
す

と
、
冬
が
1
1
1
七
九
件
(
四
〇
%
)
で
第

一
位
、
次
い
で
春
力
匸
二
三
件
(
-
1
○

%
)
の
順
に
々
つ
て
い
ま
す

区内の月別火災発生状況( 49年中)

積 極的に初 期消火訓練を

原
因
の
多
く
は

タ
バコ
の
火

区
内
で
発
生
し
た
昨
年
中
の
火
災
件

数
は
、
四
四
九
昨

こ
れ
ら
火
災
の
原

因
別
出
火
状
況
を
見
ま
す
と
、
タ
バ
コ

か
七
二
件
で
第
一
位
、
次
い
で
火
遊
び

(
六
二
件
)

、
放
火
(
五
七
件
)

、
ガ

ス
コ
ン
ロ
(
二
六
件
)

、
た
き
火

二
一

六
件
)
…
…
の
順
一
ヽ
す
。

出
火
状
況
の
ほ
と
ん
ど
は
、
家
庭
内

に
お
け
る
ち
″
つ
と
し
た
火
の
不
始
末

が
原
因
で
す

火
災
は
、
た
い
へ
ん
恐
し
い
も
の
で

す
。
み
な
さ
ん
の
財
産
を
二
瞬
の
う
ち

に
奪
う
ば
か
り
で
な
く
、
と
き
と
し
て

尊
い
人
命
ふ
も
犠
牲
に
し
て
し
ま
い
ま

す

こ
の
火
災
の
損
害
額
は
、
四
卜
九

年
中
で
七
億
八
千
万
円
と
相
当
な
頷
に

の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
十
分
火
の
始
末

に
気
ふ
‘配
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夕

バ
コ
を
喫
う
方
は
、
火
は
必
ず
消
し
て

か
ら
灰
皿
な
ど
に
捨
―
て
く
だ
さ
い
。

火
災
に
は

初
期
消
火
が
大
切

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
、

初
期
消
火
が
そ
の
被
害
の
大
小
を
決
定

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区

で
は
、
初
期
消
火
に
役
立
て
て
い
た
だ

こ
う
と
三
角
バ
ケ
ツ
の
配
布
、
四
千
六

百
六
十
本
の
消
火
器
を
区
内
の
町
か
ど

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

三
角
バ
ケ
ツ
は
、
一
回
で
消
し
と
め

ら
れ
な
か
っ
た
場
气

二
回
三
回
と
続

け
て
消
火
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
火

器
も
簡
単
な

取
扱
い
で
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
非
常

の
と
き
に
は
人
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ

初
期
消
火
に
効
果
を
上
げ
る
た
め
、

普
段
か
ら
同
期
消
火
訓
練
に
参
加
1
る

こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
の
气

積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

暖
房
器
具
は

正
し
く

暖
房
器
具
は
、
誤
っ
た
使
い
方
を
す

る
と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
'で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

▽
使
う
前
に
仕
様
書
や
説
明
書
を
よ
く

読
む

▽
十
分
な
手
人
れ
と
点
検
を
行
な
い
、

不
良
簡
所
は
修
理
す
る

▽
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
保
護
柵
な

と
を
考
え
ろ

▽
燃
え
や
す
い
も
の
は
、
絶
対
そ
ば
に

は
お
か
な
い

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
完
全
に
火
全
消

し
て
か
ら
給
油
す
る

▽
火
を
つ
け
た
ま
ま
器
具
を
持
ち
運
ぱ

な
い

▽
ガ
ス
の
配
管
亭
電
気
配
線
は
つ
ま
づ

か
な
い
よ
う
工
夫
す
る

▽
歩
行
な
と
じ
や
ま
に
な
る
と
こ
ろ
へ

は
置
か
な
い

▽
外
出
す
る
と
き
、
寝
る
と
き
は
必
ず

火
の
元
の
点
検
を

▽
コ
ン
ロ
な
ど
は
、使
用
後
は
器
具
せ

ん
だ
け
で
々
く
元
せ
ん
も
し
め
る

枯
草
に
よ
る

火
災
防
止
を

毎
年
、
暮
か
ら
春
さ
き
に
か
け
て

、

枯
草
か
燃
え
広
が
る
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
气

そ
の
原
因
は
、
子
ど
も
の
火

遊
び
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨

て
な
ど
で
す
。

各
ご
家
庭
の
周
囲
や
空
地
(
所
有
名
)

の
枯
草
は
、
早
め
に
取
り
除
き
火
災
の

防
止
を
図
り
ま
し
f
つ
。

―
―
十
二
月
十
九
日
か
ら
―
―

足
立
区
が
大
気
汚
染
地
域
に

指
定
さ
れ
る

慢
性
気
管
支
炎
な
と
の
疾
病
に
か
か

っ
て
い
る
方
で
、

】定
期
間
居
住
ま
た

は
通
動
し
て
い
る
方
は
、
次
の
補
償
給

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
償
給
付

▽
療
養
の
給
付…
認
定
さ
れ
る
と

「
公
害
医
療
手
帳
`
一
が
交
付
さ
れ
医
療

費
は
全
額
無
料
と
な
り
ま
す
。

▽
障
害
補
償
費
…
十
五
歳
以
上
の
認

定
思
者
で
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
月
額

一
万
三
千
八
百
円
か
ら
十
六
万
八
千
百

円
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
児
重
補
償
手
当
…
十
五
歳
未
満
の

認
定
思
者
を
養
育
し
て
い
る
方
に
そ
の

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
月
額
六
千
円

か
ら
四
万
三
千
円
ま
で
支

給
さ

れ
ま

す
。▽

療
養
手
当…
認
定
さ
れ
た
方
か
一

か
月
に
四
日
以
上
通
院
し
た
場
合
、
入

院
・
通
院
日
数
に
よ
っ
て
九
千
円
か
ら

一
万
四
千
円
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
認
定
疾
病
が
原
因
で
死
亡
し

た
場
合
遺
族
の
万
な
ど
に
遺
族

補

償

費
、
遺
族
補
償
一
時
金
、
葬
祭
料
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
一
月
二
十
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
…

区
役
所
衛
生
部
管
理
課
公
害
健
康
補

僕
担
当
へ
ど
う
ぞ
。

保 育 園 児 募 集

申込みは1月10日～24日

区
で
は
、
区
立
・
私
立
保
育
園
に
昭

和
五
十
一
年
四
月
入
園
す
る
園
児
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
来
年

厶
月
に
開
園
を
予
定
し
て
い
る
西
新
井

本
町
保
育
園
(
西
新
井
本
町
二
丁
目
四

―
二
四
)
の
園
児
募
集
も
合
わ
せ
て
行

な
い
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
で
き
る
方

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど

の
た
め
乳
幼
児
の
世
話
か
で
き
な
い

ご
家
庭

■
申
込
期
間

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
日
(
土
)
か

ら
一
月
二
十
四
日
(
土
)
ま
で

■
持
参
す
る
も
の

▽
申
請
書
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)

▽
昭
和
五
十
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る

も
の
(
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書

の
控
な
ど
の
い
ず
れ
か
)
'

々
お
、

昭
和
五
十
年
分
所
得
税
額
が
決
ま
っ

て
い
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
卜
九
弔

分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
昭
和
五
十
年
度
分
特
別
区
民
税
額
の

わ
か
る
も
の
(

納
税
通
知
書
・
特
別

徴
収
通
知
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
の

い
ず
れ
か
)

▽
昭
和
五
十
年
度
分
固
定
賢
産
税
額
の
。

わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
な
ど

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
を
お
持
ち
の

方
の
み
)

▽
印
か
ん

■
申
込
場
所

あ
な
た
の
お
住
ま
い
を
襾
祺
す
る
次

の
福
祉
事
務
所
へ
。

▽
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
佳
柳
町

匸
一

-
五
　
八
八
八―
三
一
四
こ

▽
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一
(

了

一
〇
　
八
八
凡
―
一
四
八
一
)

▽
同
竹
の
塚
分
室
(
竹
の
塚
二
丁
目
二

丘
―
一
七
　
―
(八
三
上
(
八
〇
〇
)

▽
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目

五
丿
一
七
　
(

こ
五
―
七
一
〇
五
)

▽
西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜
二
丁
目
二

四
―
二
　
八
九
七
―
五
〇
一
こ

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
唱
務
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
は

や
め
ま
し
ょ
う

年
末
・
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
運
転
さ

れ
る
方
は
ご
注
意
を
。

区役所・センターなどの

年末・年始の事務取扱い

区
役
所
・
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
な

ど
の
年
末
・
年
始
の―事
務

取
扱
い
は
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
区
役
所
・
出
張
所

年
末
の
窓
口
嘔
務
は
、

二
十
七
日
(
土
)
正
午

で
終
わ
川
に

な
り
ま

す
。
届
出
な
と
は
む
早

釣
に
。

ま
た
、
新
生
は
瓦
し
'

月
)
か
ら
業
務
斤
'開

始
し
ま
弌

□
区
民
セ
ン
タ
ー
・
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
図
書

館
・
児
童
館
・
老
人
館

年
末
は
ご

―
1卜

七
日

呈
)
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。『

新
年
は
、
六
日
(
火
)
か
ら
平
常

通
り
開
館
し
ま
す
。

□
教
育
セ
ン
タ
ー
・
消
費

者
セ
ン
タ
ー

年
末
は
、
二

十
七

日
(

土
)
正
午
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。

新
年
は
、
五
日
(
月
)

か
ら
開
館
し
ま
す
。

□
産
業
振
興
館
・
青
年
館

・
文
化
会
館
・
体
育
館

年
末
は
、
二

十
八

日
(

日
)
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す

。

新
年
は
、
四
日
(
日
)

か
ら
開
館
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
施
設

へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

休
日
診
療
所

年
末
・
年
始
の
急
病
者
に
対
す
る

診
療
は
、
十
二
月
二
十
八
日
(
日
)

か
ら
一
月
四
日
(
日
)
ま
で
、
次
の

診
療
所
で
行
な
い
ま
す
。

▼
千
住
休
日
診
療
所
(
足
立
区
医
師

会
館
五
階
)
　

八
七
〇
―
0
四

六
一

▼
綾
瀬
休
口
診
療
所
(
東
部
区
民
褊

祉
セ
ン
タ
ー
地
内

左
ザ
レ
(
ブ

建
物
)
　

六
〇
五
―
七
一
〇
一

▼
竹
の
塚
休
―日
診
療
所
(

教
育
セ
ン

タ
ー
内

東
側
か
ら
入
る
)
　

八
五
〇
―
八
八
〇
一

注
…
各
診
療
所
へ
の
電
話
は
診
廉

日
に
限
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
衛
生
部
保

健
係
へ
。

セ ンター・児童 館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
―
七
一
〇
一

■
子
ど
も
映
画
会
―
十
二
月
二
十
四
日
(
水
)
・
一
月
十
日
(
土
)

午
後
二
時
■
木
目
込
人
形
教
室
―
一
月
十
九
日
(
月
)
午
後
一
時
…

材
料
費
四
千
三
百
円
～
八
千
五
百
円
■
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

―
一
月
二
十
一
日
(
水
)
午
前
十
時
ミ
材
料
テ
キ
ス
ト
費
千
円

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
九
―
四
六
六
一

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
―
士
百
二
十
四
日

汞
)
午
後
一
時
三

十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
九
七
―
五
〇
一
六

■
児
童
映
画
会
―
十
二
月
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時
・
一
月
十
七
日

(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
―
十
二
月
二

卜
四
目
(
水
)
午
後
二
時
■
児
童
書
初
め
会
―
一
月
七
日
(
水
)

午
前
十
時

■
新
年
ゲ
―
ム
大
会
―
一
月
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時

■
老
人
健
康
相
談
―
一
月
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
二
―
二
七
六
五

■
ク
リ
ス
マ
ス
会
―
十
二
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
お
し
る
こ
会
丿
十
二
月
二
十
五
日
(
木
)
午
後
二
時

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
八
九
七
―
六
九
四
八

■
五
十
年
さ
よ
な
ら
映
画
会
―
十
二
月
二
十
三
日
(
火
)
午
後
三
時

■
新
春
か
き
ぞ
め
会
―
一
月

六
日
(
火
)
午
前
十
時

■
卓
球
教
室

―
一
月
十
日
(
土
)
・
十
一
日
(
日
)
午
後
三
時

■
新
春
ゲ
ー
ム

大
会
―
一
月
十
七
日
(
土
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
一
二
―
三
四
二
一

■
年
忘
れ
老
人
映
画
大
会
―
十
二
月
二
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
八
八
二
―
一
二
一
八

■
老
人
生
花
教
室
会
員
募
集
―
十
二
月
二
十
三
日
(
火
)
午
前
九
時

三
十
分
…
定
員
二
十
名
■
ク
リ
ス
マ
ス
人
形
劇
の
つ
ど
い
―
十
二

月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

□
本
木
東
児
童
館
　
　
　
　
　
　
八
四
九
―
三
〇
〇
五

■
ク
リ
ス
マ
ス
祭
―
十
二
月
二
十
二
日
(
月
)
午
後
二
時
三
十
分

■
父
母
映
画
会
―
1
二
月
二
十
五
日
(
木
)
午
前
十
時
■
児
童
映

画
会
―
十
二
月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
■
凧
づ
く
り
―

一
月
七
只

水
)
・
八
貝

木
)
午
前
十
時
三
十
分
・
午
後
一
時
三
十
分

・
三
時
三
十
分

■
ま
ん
が
映
画
会
―
一
月
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
八
五
〇
―
八
八
〇
一

■
読
書
室
の
開
設
―
十
二
月
二
十
五
日
(
木
)
二
月
七
日
(
水
)

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
(
た
だ
し
、土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

休
館
日
は
休
室
で
す
)
…
対
象―
区
内
小
学
生
■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
一
般
投
影
…
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時
三
十
分
、毎
週
土
曜
日
午
後

二
時
・
三
時
三
十
分
・
六
時
三
十
分
=・
た
だ
し
、
十
二
月
二
十
七
日
(

土
)
は
休
み
ま
す

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
八
五
〇
―
二
六
一
七

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
十
二
月
二
十
五
日
(
木
)
午
後
二
時
■
レ

コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
―
十
二
月
こ
十
七
貝
土
)
午
後
三
時
三
十
分
■

人
形
劇
教
室
―
一
月
十
四
日
～
二
月
十
八
日
の
毎
週
水
畷
日
{
た

だ
し
二
月
十
}
日
の
分
は
二
月
十
二
日
に
変
更
)
…
教
材
費
千
円

■
親
子
凧
づ
く
り
教
室
―
一
月
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時
…
定
員
十
五

組

■
陶
芸
・
料
理
・
手
芸
教
室
会
員
募
集
―
一
月
六
日
(
火
)
か
ら

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>
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心
身
障
害
者
や
お
年
寄
り
に

明
る
く
豊
か
な
暮
し
を

心
身
陣
害
者
の
方
や
お
年
寄
り
は
き
び
し
い
生
活
環
境
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
方
が
た
に
健
康
で

文
化
的
な
暮
し
を
お
く
っ
て
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
福
祉
事
鴬
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
心
身
障
害
者

福
祉
手
当
を
支
給

心
身
障
害
者
の
方
に
心
身
障
害
者
福

祉
手
当
(
区
制
度
)

を
支
給
し
ま
す
。

十
二
月
期
支
払
い
分
は
、
十
二
月
二
十

五
日
頃
ま
で
に
指
定
の
銀
行
に
振
込
み

ま
す
の
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
り

な
お
、
該
当一
す
る
方
で
申
請
し
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
支
給
要
件

(
1
)
足
立
区
内
に
居
住
の
万

(
2
)
年
齢
が
滴
二
十
歳
以
L
の
方

(
3
)
障
害
の
程
度
は

①
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級

②
愛
の
手
帳
一
度
、
二
度
ご

毎

③
脳
性
マ
ヒ
、
進
行
性
筋
萎
縮
癨

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
し
て
い
る
方
、

老
人
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん

。

▼
手
当
の
金
額
・
支
給
時
期

月
額
五
千
円

、
な
お
十
月
分
か
ら
五

千
五
百
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
、
八
月

、
十
二
月
の
年
三
回

、

各
支
給
月
の
万
一
五
日
頃
に
口
座
振

替
で
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
(
③
に
該
当
す
る
方
で
手
帳
の

な
い
方
は
診
断
書
が
必
要
で
す
)

・
障
害
者
本
人
名
儀
の
預

金

口
座
(

郵
便
局
を
除
く
)

・
住
民
票
の
写
し
(

障
富
ぢ
本
人
の

み
)

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は

、
区
役
所
撈

護
係
へ
ど
う
ぞ
。

○

心

身

障

害

者

の

無

料

生

活

相

談

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
、
ち
え
お
ぐ

れ
の
方
の
た
め
の
無
料
相
談
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。
相
鹸
に
は
そ
れ
ぞ

れ
専
門
の
医
師
な
ど
が
あ
た
り
ま
す
。

日
時
-
昭
和
五
十
一
年
一
月
卜
四
日

(
水
)
午
後
一
時
～
三
時

堤
所
-
足
立
区
教
育
セ
ン
タ
ー
　
三
階

会
議
室
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
上

一
)

相
談
内
容
-
生
活
の
こ
と
、医
療
、補

装
具
、
職
業
、
年
金

、
手
帳
交
付
、

施
設
入
所
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▽
足
立
福
祉
事
務
所
　
八
八
八
-
三

一
四
一

▽
中
部
福
祉
事
務
所
　

八
八
九
上

四
八
一

▽
粟
部
福
祉
事
務
所
　

八
○
下
一
七

一
〇
五

▽
西
部
福
祉
事
務
所
　
八
八
七
-
一
五

〇
一
一

○

支

給

範
囲

が

拡
大
さ
れ

た

特

別

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

を

こ
の
手
当
は
、二
十
歳
未
滴
で
心
身

に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
対
し
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

。

こ
れ
ま
で
は
、障
害
の
程
度
が
重
度

(
お
お
む
ね
身
障
一
～
二
級
、愛
の
手

帳
一
～
二
度
)
ま
で
で
し
た
が
、十
月

一
日
か
ら
、中
度
刄
お
む
ね
身
障
三

級
、愛
の
手
帳
三
度
程
度
)
の
方
ま
で

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
や
ま
だ
申
泅

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
申
請
し
て

く
だ
さ
い

。
な
お
、
こ
の
手
当
は
申
鋪

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

咳
当
す
る
万
…
陣
害
の
穐
度
が
お
お
む

ね
身
障
三
級
お
よ
ぴ
愛
の
手
帳
三
度

の
方
で

、
そ
の
児
童
の
養
育
者
(
申

睛
者
)
の
所
得
が
一
定
限
度
内
の
方

手
当
の
額
・・・
障
害
児
ひ
と
り
に
つ
き
月

額
一
万
二
千
円

申
請
に
必
要
な
も
の
・・・
m
戸
籍
謄
本

哨
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

團

昭
和
五
十
年
度
分
の
特
別
ぽ
民
税
・

都
民
税
納
税
通
知
書
(
た
だ
し
、
課

税
地
が
足
立
区
外
の
場
合
は
、
そ
の

市
区
町
村
で
発
行
す
る
所

得
証

明

書
)

岡
印
か
ん

團
そ
の
他
(
身

障
手
帳

、
愛
の
手
帳
、
診
断
書
、
詞

査
書
等
)

㈹
支
払
い
を
希
望
す
る

郵
便
局
名
の
確
認

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は

、
区
役
所
児

童
手
当
係
へ
ど
う
ぞ
。

○
老
人
福
祉
手
当

を
支
給
し
ま
す

ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
方
に
支
給

さ
れ
て
い
る
こ
老
人
福
祉
手
当

」
の
十

二
月
期
分
を
十
二
月
二
十
五
日
頃

、
指

定
さ
れ
た
口
座
に
振
込
み
ま
す
の
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

手
当
の
金
額
は

①
八
月
～
九
月
月
額
七
千
(
百
円

②
十
月
～
ヤ
ー
月
月
額
八
千
五
百
円
　

な
お
次
に
該
当
し
て
い
て
、
ま
だ
岑

餡
を
受
け
て
い
な
い
力
は
。
い
そ
い
て

甲
蹟
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
要
件

区
内
に
住
み
六
十
五
歳
以
上
で
、
次

に
骸
当
す
る
方

旧
自
宅
に
い
る
場
合

ね
た
き
り
か
、
ね
た
き
り
に
準
ず
る

状
態
が
六
か
月
以
上
続
い
て
い
て

、

今
後
も
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

回
入
院
し
て
い
る
楊
合

病
院
(
精
神
科
を
含
む
)
に
引
続
き

六
か
月
以
上
入
院
し
て

い
る
場

合

は
、
ね
た
き
り
の
状
鴕一
に
あ
る
も
の

と
し
て
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

注
山
本
人
や
家
族
の
所
得
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す

。

圜
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
し
て
い
る

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
老

人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

○

敬

老

入

浴

券

を

贈

り

ま

す

本
年
四
月
一
日
現
在
で
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
(
在
宅
)
の
健
康
と
保
養

の
た
め
、
十
回
分
の
敬
老
入
浴
券
を
十

二
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。
該
当
す

る
方
で
、
入
浴
券
が
届
い
て
い
な
い
方

は
区
役
所
老
人
助
成
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

こ
の
券
は
、

▽
区
内
の
公
衆
浴
場
な
ら
、
と
こ
の
浴

場
で
も
入
浴
で
き
ま
す

▽
一
枚
に
つ
き
一
回
無
料
で
入
浴
で
膺

ま
す

▽
本
人
以
外
は
。
使
用
で
き
ま
せ
ん

▽
昭
和
五
し
一
年
三
月
三
十
一
口
ま
で

使
用
で
き
ま
す

冬
休
み
を
有
意
義
に

健
や
か
な
子
を
育
て
よ
う

子
ど
も
た
ち
は
間
も
な
く
冬
休
み
に

入
り
ま
す
。
楽
し
い
お
正
月
を
は
さ
ん

だ
こ
の
期
間
を
有
意
義
に
す
ご
す
よ
う

ご
家
庭
で
は
次
の
点
に
心
が
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

仕

事

の

分

担

を

ど
の
家
庭
で
も
、
と
く
に
年
末
は
新

年
を
前
に
し
て
、
家
の
な
か
の
整
理
、

整
頓
、
脾
掃
な
ど
に
追
わ
れ
、
忙
し
い

と
き
で
す
ご
て
こ
で
子
ど
も
た
ち
に

も
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
分
担
さ
せ
て
み

て
は
い
か
が
て
し
ょ
う
か
。
家
庭
の
什

爭
の
楽
し
弌
苦
労
な
ど
、
き
っ
と
得
が
た
い

縄
験
と
し
て
残
る
は
ず
で
す
。

生

活

の

記

録

を

新
年
を
ひ
か
え
る
に
あ
た
り
、
子
ど
も

に
、
生
活
の
記
録
、
日
記
な
ど
を
つ

け
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
自
分
の
生
活
を
み
っ

め
る
態
度
を
咢
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
年
齢
の
低
い
子
ど
も
の
場
合
、
親

が
こ
の
記
録
を
読
ん
で
、
ふ
だ
ん
ふ
れ

ら
れ
な
か
っ
た
子
と
も
の
生
活
や
考
え

か
た
を
知
る
こ
と
か
て
弌

親
子
の
間

の
話
し
合
い
で
ミ

か
け
が
え
ら
れ
ろ

で
し
ょ
う
。

な
お
、
記
録
の
と
り
か
た
、
形
式
は

于
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す
の
て
、
学
校
の
先
生
の
助
言

や
、
子
と
も
の
希
9
に
よ
っ
て
選

人
で

あ

げ
て

く

だ

さ

い

。

お

こ

ず

か

い

の

つ

か

い

か

た

最

近

は

、

従

来

の

お

こ

づ

か

い

の

意

味

を

こ

え

る

く

ら

い

多

額
・の

お

年

玉

ふ

も

ら

う

こ

と

が
あ

る

よ

う

で

す

。

こ

の

磯

会

に

、

お

こ

づ

か

い

の

便

い

か

た

に
つ

い

て

考

え

、

話

し

合

っ

て

み

る

の

も

よ

い

で

し

″

つ
ご

て
し

て

子

ど

も

な

り

の

経

済

竢

今
雀

育

て

で

あ

げ

て

く

だ

さ

い

。

お

と

な

た

ち

の

注

意

の

目

近

所

で

遊

ぶ

予

ど

も
た

ち

の

行

動

に

は

、
こ

れ

を

見
守

る

お
と

な

た

ち

の

温

か

い
目

と

き

ぴ

し

い

注

意

が

必

要

で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

よ
う
お
と
な
は
、
わ
が
子
だ
け
て
な

く
ひ
ろ
く
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
を
導

い
て
あ
け
て
く
だ
I
い
。

な
お
、
学
校
か
ら
は
生
陋
指
導
上

の
資
料
か
く
ぱ
ら
れ
ま
す
の
で
、
充

分
ご
所
用
く
だ
さ
い
。

□
ご
家
族
で

映
画
会
を

家
以
や
近
所
の
人
だ
ち
と
映
画
会

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

区
に
は
、
足
立
K
ふ
。紹
介
す
る
広

報
映
画
「
私
た
ち
の
足
立
」
|
施
設

編
・
四
季
緝
の
二
本
が
あ
り
ま
す
、

士

八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
中
央
図
a
鮹

で
、
ボ
タ
・。二

つ
で
手
軽
に
操
作
で

き
る
カ
セ
y
卜
式
八
ミ
リ
フ
ィ
バ
ム

は
広
報
課
で
そ
れ
ぞ
れ
貸
出
し
や・
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

旧
軍
人
・
軍
属
の
方
へ

恩
給
法
の
一
部
が
改
正

昭
和
五
十
年
1
一
月
七
日
の
国
会
に

お
い
て
恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
八

月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
該
当
す
る
方
は
蹐
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
改
正
内
容

山
現
在
旧
軍
八
等
の
普
通
恩
給
そ
支
給

さ
れ
て
い
る
六
卜
五
歳
以
上
の
方
に
は

す
べ
て
の
加
算
年
が
実
在
職
年
と
合
わ

せ
て
四
十
年
に
達
す
る
ま
で
恩
給
年
額

の
計
算
の
基
礎
と
な
る
年
数
に
算
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

切
旧
甲
人
の
一
時
恩
給
ま
た
は
一
時
扶

助
料
は
実
在
職
年
が
ひ
き
つ
づ
き
三
年

以
上
、
匕
年
未
満
で
な
お
か
つ
下
士
官

と
し
て
六
か
月
以
上
の
動
務
が
必
要
で

し
た
が
、
F
士
官
と
し
て
の
条
件
は
な

く
な
り
一
般
の
兵
に
も
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
請
求
に
必
要
な
も
の

Ⅲ
に
該
当
す
る
方
は
恩
給
証
"
'と
印
か

ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

切
に
該
当
す
る
方
は
軍
隊
手
帳
、
そ
の

他
の
賢
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
権
利
発
生
か
ら
七
年
問
の
'つ
ち
に
訥

求
し
ま
せ
ん
と
権
利
が
消
滅
し
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
と
問
い
合
わ
せ
は
、
K
役
所
援

鐡
係
へ
ど
う
ぞ
。

～冬のスポーツ～

あ なた も スキーを

今
や
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
次

の
と
お
り
、
ス
キ
ー
競
技
会
な
ど
が

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
区
民
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
大

会
日
時
|
二
月
一
日

(
日
)
午
前
九
時

会
場
|
新
潟
県
小

出
ス
キ
ー
場

種
目
-
回
転
竸
技

組
別
-
青
年
一
部
　
　

。
十
九
歳
!
一
　

十
六
歳
)
青
　

年
二
部
(
一
T
　

七
歳
圭
二
十
四
　

歳
)
成
年
組
　
　

(
三
十
五
歳
～

四
十
四
戚
)

少
年
組
(
十
八
歳

以
下
)

女
子
組
(
年
齢
問
わ
ず
)

参
加
費
-
千
円

申
込
締
切
日
-
一
月
二
十
日

※
競
技
会
前
日
(
一
月
三
十
一
日
)

午
後
一
時
よ
り
ポ
ー
ル
教
室
を
同
会

場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。(
参
加
費
五
百
円
)

▽
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

期
日
|
三
月
十
盲
夜
出
発
上
二
月
　

十
四
日
夜
帰
着
(
往
復
デ
ラ
y
ク
　

ス
バ
ス
利
用
)

会
場
|
志
賀
高
原
一
の
瀬
ス
キー
場

会
費
-
一
万
九
千
五
百
円

定
員
一

百
二
十
名

両
員
に
な
り
次

第
締
切
り

※
ス
キ
ー
競
技
会
・
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
と
も
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、

ス
キ
ー
協
会
日
比
方
へ
(
千
住
三
-

七
幺

営
八
八
一
T

七
九
〇
〇
)

へ
。

生
業
資
金
の

ご
利
用
を

貸
付
対
象
し

駛
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
こ
と
か
困
難
で
、
貸
付
け

を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立

て
る
方
(
住
民
税
が
お
お
む
ね
均
等

割
程
度
以
下
の
方
)
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
膺
だ
し
て
い
る
方

①
区
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い
る
方

@
丁
ぐ
に
事
巣
が
は
じ
め
ら
れ
る
方

③
住
民
税
を
完
納
し
て
い
る
方

④
確
実
な
連
帯
保
証
八
が
い
る
方

貸
付
限
度
額
-
四
十
万
円

申
込
期
間
大

月
八
日
(
木
)
こ

月

十
七
冂
(
土
)

問
い
合
わ
せ
先
|
区
役
所
厚
生
係

六 価
クロム

〝
不
審
な
黄
色
い
水
た
ま
り
〟

み
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

「
雨
降
り
後
の
水
た
ま
り
が
、
黄
色

く
な
る
」
「
土
や
じ
や
り
が
黄
色
に

変
色
し
て
い
'
(こ

な
ど
埋
立
地
の
土
壌

に
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
区
役
所

公
害
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
害
課
で
は
、
「
六
価
ク
ロ
ム
禍
」

発
生
後
た
だ
ち
に
、
区
内
の
公
共
施
設

の
土
壌
や
、
ク
ロ
ム
使
用
工
場
の
産
業

廃
棄
物
、
さ
ら
に
汚
染
土
が
搬
入
さ
れ

た
疑
い
の
あ
る
一
般
埋
立
地
な
ど
の
調

査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
産
業
廃
懼

怐
に
よ
る
六
価
ク
ロ
ム
汚
染
土
が
発
見

さ
れ
た
場
合
、公
害
躙
で
は
、
埋
立
土
壌

の
搬
入
ル
ー
ト
を
調
査
し
、
安
全
化
対

聚
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

埋
立
地
か
六
価
ク
ロ
ム
を
含
ん
で
い

る
と
皮
ふ
に
付
着
し
た
り
、
粉
じ
ん
を

す
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
呼
吸
器
系

の
疾
患
や
障
害
な
ど
の
公
害
病
発
生
の

お
そ
れ
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
少

お
ね
が
い
し
ま
す
。

掲
示

板

■
新
入
学
児
童
へ

就
学
通
知

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
小
学
校
へ

八
学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学
通
知
書

に
昭
和
五
ト

ー
年
一
月
八
日
に
発
送

レ
ま
す
。

通
知
耆
の
中
に
は
、ジ
フ
テ
リ
ア
・
`

痘
の
4
知
も
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の

で

、
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い

。

来
年
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
昭
和

四
十
四
年
四
川
二
日
～
昭
和
四
十
五

W
四
月
一
口
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

こ
の
就
学
通
知
書
に
闖
す
る
名
簿

は
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
を
縦
覧
期
間
と
し
て
、
区
役
所
の

谷
出
張
所
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い

。

な
お
、
中
学
校
へ
の
新
入
学
通
知

醤
は

、
在
籍
小
学
校
を
通
じ
て
、
昭

和
五
十
一
年
二
月
上
旬
に
お
送
り
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

、
教
育
委
員
会
学

亊
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

年

末

年

始

の

清

掃

作

業

年

末

は

十

二

月

三

十

日
(

火
)

で

作

業

を

終

了

し

、
年

始

は

昭

和

五

卜

一
年

一
月

五

日
(

月
)

か

ら

作

業

そ

開

始

し

ま

す

。

問

い

合

わ

せ

は

、哨

掃

事
務

所

へ

。

▽

足

立

東
　

八

八

九
1
0

七

七

一

▽
足
立
西
　
八
五
三
-
ニ
ー
四
一

■

成

人

の

集

い

に

ご

参

加

を

米

年

、
成

人

に
な

ら

れ
る

方

を
対

象

に

「
成

人

の

集

い

」
を
行

な

い
ま

す

。諺

当

す

る

万

に

は

、
案

内

状

を

さ

し

あ

け

ま

し

た

の

で

、
当
日

会

場

へ

ご

持

参

く

だ

さ

い

。

日

時

上

月

枦

五

月
(

木
)

午

前

卜

時

三

十

分

対
象
-
昭
和
三
十
年
一
月
十
六
日
か
　

ら
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
五
日
t
　

で

に

生
ま

れ

た
方

会
場
I
①
文
化
会
館
…
第
六
・
七
・
　

十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・
　

東
栗
原
出
張
所
管
内
の
方
②
廚
　

業
振
興
館
…
常
東
・
第
三
・
四
・
　

五
出
張
所
管
内
の
方
③
江
北
巾
　

学
校
・
・
・
第
八
・
九
・
十
二
・
十
E
・
　

二
十
出
張
所
管
内
の
方
④
東
心
　

瀬
中
学
校
…
第
十
七
・
十
八
・
f

九
・
東
綾
瀬
出
張
所
管
内
の
方

講
演
|
第
①
会
場
・
・
・
戸
川
エ
マ
氏

第
②
会
場
…
森

雅
央
氏

第
③

会
場
=・
楠
本
憲
吉
氏

第
④
会
場

・
:
加
太
こ
う
じ
氏

◎
服
装
は
、
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う

平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
各
会
場
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
|

教
育
委
貝
会
文
化

係
■

影

絵

で

一
日
を
楽
し
く

花
畑
図
書
館
で
は
、次
の
と
お
り
、

影
絵
「こ
ぶ
と
り
」を
行
な
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
1
十
二
月
二
十
六
日
(
金
)
午

前
ヤ
時
・
午
後
二
時

場
所
1
花
畑
図
書
館
(
花
畑
区
民
セ

ン
タ
上
二
階

竹
の
塚
駅
か
ら
東

武
バ
ス
花
畑
団
地
行
、
花
畑
団
地

人
口
下
車
徒
歩
十
分
)

■

食

料

品

安

売

り

デ

ー

肉
―
十
二
月
二
十
七
日
(
土
)

一
月
十
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

魚
-
一
月
十
六
日
(
金
)

※
青
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

■

建

設

工

事

施

工

統

計

調

査

建
設
省
で
は
、
毎
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
、
全
国
の
建
設
業
者
の

方
を
対
象
に
、
建
設
工
事
施
工
統
計

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
建
設
業

を
総
合
的
に
袒
霸
す
る
た
め
の
た
い

へ
ん
重
要
な
調
査
で
す
。

当
区
で
も
、
今
月
下
旬
に
区
内
の

建
設
業
者
の
方
に
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で

、
よ
ろ
し
く
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■

愛

の

献

血

を

十
二
月
の
献
血
日
程

二
十
日
(
土
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
五
日
(
木
)
第
二
庁
舎

二
十
七
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口
　

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
(
た
だ
し
、
午
前
十
一

時
三
十
分
か
ら
午
後
O
時
三
十
分
ま

で
は
昼
食
休
憩
時
間
)
ま
で
で
す
。

■

新

年

ラ

ジ

オ

体

操

大

会

区
民
の
健
康
づ
く
り
と
ラ
ジ
オ
体

操
の
普
及
を
は
が
る
た
め
、
次
の
と

お
り
新
年
ラ
ジ
オ
体
操
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い

。

期
日
-
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
日

時
間
-
午
前
八
時

会
場
i
区
立
弥
生
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

■

郵

便

局

か

ら

の

お

願

い
　

最
近
、
郵
便
外
務
員
が
犬
に
咬
ま

れ
る
な
ど
の
被
害
が
相
つ
き
、
郵
便

の
配
達
に
た
い
へ
ん
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
ご
家

庭
の
み
な
さ
ん
は
次
の
点
に
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

○
犬
は
必
ず
っ
な
い
で
お
く
こ
と

○
つ
な
ぐ
場
所
は

、
玄
関
や
郵
便
受

箱
の
近
く
を
避
け
て

、
外
務
員
が

被
害
を
う
け
な
い
場
所
や
方
法
で

つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

■

法
人

事

業

税
・
都
民

税
　

申

告

す

る

方

へ

法
人
の
事
業
税
・
都
民
税
の
新
秡

率
は

、
十
月
一
日
以
降
終
了
す
る
皿

業
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
て

ぃ

宙

す
。
十
二
月
に
申
告
す
る
方
は
、
一一一

税
率
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

たばこは区内で買いましょう

昨 年,度は

】1愕4 千万 円

たぱこ 消 貫祝

が区に はい り

ま 廴な

t 鴕 ま1 ぎI XI り 身 魴 吋 かR に11 い り よi

■

二

級

建

築

士

の

講

習

科
目
1
建
築
構
造
・
力
学

受
講
申
込
期
間
1
十
二
月
二
十
四
日
　

(
水
)
～
十
二
月
二
十
七
日
(
土
)

講
習
日
I
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
二
　

日
(
月
)
～
三
月
二
十
四
日
(
水
)
　

(
三
十
二
日
間
・
百
二
十
八
時
閾
)

定
員
上
旱

名

濟
員
に
な
り
次
第

締
切
り

受
講
料
-
三
千
円

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
I
都
立
赤

羽
高
等
職
業
訓
練
校
雷
九
〇
九
|
　

八
一
四
八

■
西
新
井
消
防
署
淵
江
出
張
所

庁

舎

を

仮

移

転

西
新
井
消
防
署
淵
江
出
張
所
は
、

老
朽
化
し
た
庁
舎
の
改
築
工
事
の
た

め

、
次
の
と
お
り
仮
庁
舎
で
事
務
和

行
な
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地
1
竹
の
塚
五
丁
目
ニ
セ
ー
ニ

○
　

八
八
三
j
O

三
一
九

■ 自転車の放置はやめましょう　 ■ 国民年金の特例納付事務は31日まで行ないます N. K　215, 000


